
JP 2010-210109 A 2010.9.24

10

(57)【要約】
　【課題】外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における
冷却空気の漏洩防止効果を高めて冷却性能を向上させ、
省エネルギー化を図る。
　【解決手段】搬入・排出口１３の箇所に換気防止ボッ
クス部１４を配設し、該換気防止ボックス部１４に、冷
凍室１内の冷却空気を換気防止ボックス部１４内に強制
的に取り入れるファン装置１７と、該ファン装置１７に
より取り入れられた冷却空気をスパイラルコンベア１１
の斜め上方から冷凍室１の内側に向けて送り出して搬入
・排出口１３の内側でスパイラルコンベア１１上にエア
ーカーテンを形成するスリット１９を有し、かつ、スリ
ット１９のスパイラルコンベア１１に対する角度を調整
可能なスリット板１８と、を設け、冷凍室１内の冷却空
気が搬入・排出口１３を通って外部に漏洩したり、外気
が侵入するのをスリット１９から吹き出す風で防止する
ようにした。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側面に搬入口と排出口を設けた冷凍室内に、冷却器と、コンベアを備えたコンベア式冷
凍装置において、
　前記搬入口と排出口の少なくとも何れか一箇所に換気防止ボックス部を備えるとともに
、
　該換気防止ボックス部に、前記冷凍室内の冷却空気を該換気防止ボックス部内に強制的
に取り入れるファン装置と、該ファン装置により取り入れられた冷却空気を前記コンベア
の斜め上方から前記冷凍室の内側または外側に向け送り出して前記搬入・排出口の内側で
該コンベア上にエアーカーテンを形成するスリットを有し、かつ、該スリットの前記コン
ベアに対する角度を調整可能なスリット板と、を設け、前記冷凍室内の冷却空気が前記搬
入・排出口を通って外部に漏洩若しくは外気が侵入するのを前記エアーカーテンで防止す
るようにしたことを特徴とするコンベア式冷凍装置。
【請求項２】
　上記ファン装置は、風量を調整可能なインバータ式であることを特徴とする請求項１記
載のコンベア式冷凍装置。
【請求項３】
　上記換気防止ボックス部に、上記コンベアの斜め下方より上記冷凍室の内側または外側
に向かう風を該コンベアの下面に向けて吹き付けて前記搬入・排出口の内側で該コンベア
の下側にエアーカーテンを形成する吹き出しノズルを設けたことを特徴とする請求項１ま
たは２記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項４】
　上記換気防止ボックス部を、上記冷凍室から外方に延長させて設けたことを特徴とする
請求項１,２または３記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項５】
　上記スリット板を、上記コンベアまでの高さ距離を調整可能に設けて成ることを特徴と
する請求項１,２,３または４記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項６】
　上記スリット板の上記スリットを、上記コンベアに沿って複数個順に並べて設け、かつ
、該スリットの開口の大きさを調整可能にして成ることを特徴とする請求項１,２,３,４
または５記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項７】
　上記搬入口と上記搬出口の一方を上記冷凍室の側面の上部に設け、他方を該側面の下部
に設けて成ることを特徴とする請求項１,２,３,４,５または６記載のコンベア式冷凍装置
。
【請求項８】
　上記搬入口と上記搬出口を上記冷凍室の側面のほぼ同じ高さ位置に設けて成ることを特
徴とする請求項１,２,３,４,５または６記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項９】
　上記エアーカーテン用冷却空気を上記冷却器の冷却空気の一部とした請求項１,２,３,
４,５,６,７または８記載のコンベア式冷凍装置。
【請求項１０】
　上記コンベアをスパイラルコンベアとした請求項１,２,３,４,５,６,７,８または９記
載のコンベア式冷凍装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコンベア式冷凍装置に関するものであり、特に、食料品等の搬送物を搬送しな
がら凍結等をする際に、冷凍室内の冷却空気が外に逃げない構造にしたコンベア式冷凍装
置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　コンベアを使用した冷凍装置は、従来より知られている（例えば、特許文献１、特許文
献２参照）。
【０００３】
　それら従来のコンベア式冷凍装置のうち、スパイラルコンベアを備える冷凍装置は、側
面の上部と下部にそれぞれ搬入・排出口を設けた冷凍室内に、冷却器と、上下方向に延び
る回転ドラムと、一部が前記上下の搬入・排出口よりそれぞれ導出されて前記回転ドラム
の外周に縦方向に螺旋状に巻き付けられた無端状のスパイラルコンベアを備え、該スパイ
ラルコンベアを前記回転ドラムと共に回転させて螺旋状に上下方向に走行させる構造にな
っている。
【０００４】
　そして、この冷凍装置では、スパイラルコンベアが駆動されている時、下部(または上
部)の搬入・排出口から冷凍室の外側に導出されているスパイラルコンベア上に被冷凍品
を載せると、該被冷凍品がスパイラルコンベアと共に冷凍室内に送られ、さらに回転ドラ
ムの外側を螺旋状に回りながら上方(または下方)に搬送され、その過程で凍結されるとと
もに、該凍結処理を終えた被冷凍品は反対の上部(または下部)の搬入・排出口から冷凍室
外に搬出されるようになっている。
【０００５】
　このようなスパイラルコンベアを使用した冷凍装置は、冷凍室内における被冷凍品の搬
送距離を長くすることができるので、直線コンベアを備える冷凍装置に比べて格段に小型
化できるというメリットがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開昭６１－４１５８０号公報。
【特許文献２】特開平８－１０８９１２号公報。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述したスパイラルコンベアを使用した冷凍装置では、スパイラルコン
ベアの一部が導出されている冷凍室の搬入・排出口から、冷凍室内の冷却空気が外部に漏
洩する。特に、このようなスパイラルコンベア式の冷凍装置では、空気比重が低温空気の
方が重いため、上部の搬入・排出口から外気が侵入し、下部の搬入・排出口から冷却空気
が逃げる傾向にある。また、侵入した外気の湿気により、冷凍室内に設置している冷却器
に霜が短時間で大量に付着する。この結果、冷却性能が低下して省エネルギーに反すると
いう問題があった。
【０００８】
　この問題を解決するため、従来では、上部の搬入・排出口と下部の搬入・排出口の各箇
所にそれぞれエアーカーテンを設け、該エアーカーテンにより外気の侵入と冷却空気の漏
洩を防止するようにしている。該従来のエアーカーテンは、スパイラルコンベアに直角に
吹き付けられている。また、エアーを吹き付けるスリットの吹き付け角度、及び、スリッ
トとスパイラルコンベアまでの高さ距離等を調整する構造も備えていなかった。このため
、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果が少なく、十分な
冷却性能が得られず、また、エネルギーのロスも大きいという問題点があった。
【０００９】
　そこで、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果を高めて
冷却性能を向上させ、省エネルギー化を図るために解決すべき技術的課題が生じてくるの
であり、本発明はこの課題を解決することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、側
面に搬入口と排出口を設けた冷凍室内に、冷却器と、コンベアを備えたコンベア式冷凍装
置において、前記搬入口と排出口の少なくとも何れか一箇所に換気防止ボックス部を備え
るとともに、該換気防止ボックス部に、前記冷凍室内の冷却空気を該換気防止ボックス部
内に強制的に取り入れるファン装置と、該ファン装置により取り入れられた冷却空気を前
記コンベアの斜め上方から前記冷凍室の内側または外側に向け送り出して前記搬入・排出
口の内側で該コンベア上にエアーカーテンを形成するスリットを有し、かつ、該スリット
の前記コンベアに対する角度を調整可能なスリット板とを設け、前記冷凍室内の冷却空気
が前記搬入・排出口を通って外部に漏洩若しくは外気が侵入するのを前記エアーカーテン
で防止するようにしたコンベア式冷凍装置を提供する。
【００１１】
　この構成によれば、搬入口と排出口の少なくとも何れか一箇所において、スリットを通
して冷凍室内の冷却空気がスパイラルコンベア上に斜め上方から冷凍室の内側または外側
に向けて吹き付けられ、該搬入・排出口の内側にエアーカーテンが形成される。そして、
該エアーカーテンにより、前記搬入・排出口から冷凍室外に漏洩する冷却空気を防ぐこと
ができる。しかも、スリットから吹き出されてエアーカーテンを形成している冷却空気は
、スパイラルコンベアの斜め上方から冷凍室の内側または外側に向かって吹き出されてい
るので、内側に吹き出している場合は冷凍室内側から搬入・排出口側に向かってエアーカ
ーテンに近づく冷却空気は、エアーカーテンを形成している冷却空気の吹き出しによって
冷凍室内側へ強制的に押し戻される。反対に外側へ吹き出している場合は、冷凍室へ侵入
する外気を強制的に押し戻す。
【００１２】
　また、冷凍室内から冷凍室外に漏洩しようとする冷却空気の圧力は、冷凍室内に冷却器
から吹き出される風量等によっても変わるが、その状況に応じてスリットのスパイラルコ
ンベアに対する角度を調整すると、エアーカーテンを形成している冷却空気の吹き出し方
向を最良の状態に設定できる。
【００１３】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の構成において、上記ファン装置は、風量を調整
可能なインバータ式であるコンベア式冷凍装置を提供する。
【００１４】
　この構成によれば、ファン装置の風量を調整して、スリットからスパイラルコンベアに
向けて吹き出されるエアーの吹き出し量を最良の状態に設定できる。
【００１５】
　請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の構成において、上記換気防止ボックス
部に、上記スパイラルコンベアの斜め下方より上記冷凍室の内側に向かう風を該スパイラ
ルコンベアの下面に向けて吹き付けて前記搬入・排出口の内側で該スパイラルコンベアの
下側にエアーカーテンを形成する吹き出しノズルを設けたコンベア式冷凍装置を提供する
。
【００１６】
　この構成によれば、スパイラルコンベアの斜め上方から冷凍室の内側または外側に向か
って形成されているエアーカーテンに加えて、スパイラルコンベアの斜め下方から冷凍室
の内側または外側に向かうエアーカーテンが形成される。したがって、前記搬入・排出口
において、スパイラルコンベアの上面と搬入・排出口の間の隙間、及び、スパイラルコン
ベアの下面と搬入・排出口の間の隙間からそれぞれ漏洩する冷却空気を無くすことができ
る。
【００１７】
　請求項４記載の発明は、請求項１,２または３記載の構成において、上記換気防止ボッ
クス部を、上記冷凍室から外方に延長させて設けたコンベア式冷凍装置を提供する。
【００１８】
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　この構成によれば、換気防止ボックス部を冷凍室から外方に大きく延長させて長尺の換
気防止ボックス部を形成すると、該換気防止ボックス部を、冷凍室内に送る被冷凍品を事
前に予備冷却しておく予備冷却部等として使用することができる。
【００１９】
　請求項５記載の発明は、請求項１,２,３または４記載の構成において、上記スリット板
を、上記スパイラルコンベアまでの高さ距離を調整可能に設けて成るコンベア式冷凍装置
を提供する。
【００２０】
　この構成によれば、スリット板のスパイラルコンベアまでの高さ距離を調整すると、ス
リットからスパイラルコンベア上に向けて吹き出される冷却空気の吹き出し強さを最良の
状態に調整できる。
【００２１】
　請求項６記載の発明は、請求項１,２,３,４または５記載の構成において、上記スリッ
ト板の上記スリットを、上記コンベアに沿って複数個順に並べて設け、かつ、該スリット
の開口の大きさを、調整可能として成るコンベア式冷凍装置を提供する。
【００２２】
　この構成によれば、上記コンベアに沿って複数個並べて設けられているスリットの開口
の大きさに変化を持たせているので、コンベア上の位置によって、エアーカーテンによる
エアーの強さ等に変化を持たせることができる。
【００２３】
　請求項７記載の発明は、請求項１,２,３,４,５または６記載の構成において、上記搬入
口と上記搬出口の一方を上記冷凍室の側面の上部に設け、他方を該側面の下部に設けて成
るコンベア式冷凍装置を提供する。
【００２４】
　この構成によれば、コンベアによる搬入作業と搬出作業の一方を冷凍室の上部で行い、
他方を下部で行うことができる。
【００２５】
　請求項８記載の発明は、請求項１,２,３,４,５または６記載の構成において、上記搬入
口と上記搬出口を上記冷凍室の側面のほぼ同じ高さ位置に設けて成るコンベア式冷凍装置
を提供する。
【００２６】
　この構成によれば、コンベアによる搬入作業と搬出作業を同じ高さ位置で行うことがで
きる。
【００２７】
　請求項９記載の発明は、請求項１,２,３,４,５,６,７または８記載の構成において、上
記エアーカーテン用冷却空気を上記冷却器の冷却空気の一部としたコンベア式冷凍装置を
提供する。
【００２８】
　この構成によれば、冷却器における冷却空気の一部をエアーカーテン用冷却空気として
有効に使用することができる。
【００２９】
　請求項１０記載の発明は、請求項１,２,３,４,５,６,７,８または９記載の構成におい
て、上記コンベアをスパイラルコンベアとしたコンベア式冷凍装置を提供する。
【００３０】
この構成によれば、スパイラルコンベア式の冷凍装置として使用することができる。
【発明の効果】
【００３１】
　請求項１記載の発明は、搬入・排出口の部分において、斜め上方から冷凍室の内側また
は外側に向かって冷却空気をコンベア上に吹き付けてエアーカーテンを形成しているので
、冷凍室外に漏洩する冷却空気を確実に防ぐことができる。また、冷凍室の状況によって
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、コンベアに対するスリットの角度を調整して、冷却空気の吹き出し方向を最良の状態に
設定することができる。これにより、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空
気の漏洩防止効果が向上することが期待できる。
【００３２】
　請求項２記載の発明は、ファン装置の風量を調整して、スリットからコンベアに向けて
吹き出されるエアーの吹き出し量を最良の状態に設定することができるので、請求項１記
載の発明の効果に加えて、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防
止効果がより一層向上することが期待できる。
【００３３】
　請求項３記載の発明は、搬入・排出口において、コンベアの上面と搬入・排出口の間の
隙間、及び、コンベアの下面と搬入・排出口の間の隙間からそれぞれ漏洩する冷却空気を
無くすことができるので、請求項１または２記載の発明の効果に加えて、外気の侵入防止
効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果を一層向上させることが期待できる
。
【００３４】
　請求項４記載の発明は、冷凍室から外方に大きく延長させて設けた換気防止ボックス部
を、被冷凍品を冷凍室内に送る前に予備冷却しておく予備冷却部等として使用し、温度の
高い被冷凍品を冷凍室の外で十分に冷却させた後、冷凍室内に送ることができる。したが
って、請求項１,２または３記載の発明の効果に加えて、冷凍効率の向上及び省エネルギ
ー化に寄与することが期待できる。
【００３５】
　請求項５記載の発明は、スリット板のコンベアまでの高さ距離を調整することにより、
スリットからコンベア上に向けて吹き出される冷却空気の強さを最良の状態に調整するこ
とができるので、請求項１,２,３または４記載の発明の効果に加えて、外気の侵入防止効
果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果をさらに向上させることが期待できる
。
【００３６】
　請求項６記載の発明は、コンベア上に形成されるエアーカーテンのエアーの強さ等に変
化を持たせることができるので、請求項１,２,３,４または５記載の発明の効果に加えて
、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果をより一層向上さ
せることが期待できる。
【００３７】
　請求項７記載の発明は、コンベアによる搬入作業と搬出作業を冷凍室の上部と下部にそ
れぞれ別れて行うことができるので、請求項１,２,３,４,５または６記載の発明の効果に
加えて、作業性を向上させることが期待できる。
【００３８】
　請求項８記載の発明は、コンベアによる搬入作業と搬出作業を同じ高さ位置で行うこと
ができるので、請求項１,２,３,４,５または６記載の発明の効果に加えて、作業性を向上
させることが期待できる。
【００３９】
　請求項９記載の発明は、冷却器における冷却空気の一部をエアーカーテン用冷却空気と
して有効に使用することができるので、請求項１,２,３,４,５,６,７または８記載の発明
の効果に加えて、省エネルギー化を一層向上させることができる。
【００４０】
請求項１０記載の発明は、スパイラルコンベア式の冷凍装置として使用することができる
ので、請求項１,２,３,４,５,６,７,８または９記載の発明の効果に加えて、機能性の向
上が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明に係る冷凍装置の実施例を示す縦断正面図。
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【図２】同上冷凍装置の回転ドラムを示す斜視図。
【図３】同上冷凍装置の換気防止ボックス部の拡大縦断正面図。
【図４】図３のＡ－Ａ線縦断面図。
【図５】同上換気防止ボックス部の第１変形例を示す断面図。
【図６】同上換気防止ボックス部の第２変形例を示す断面図。
【図７】スリット板の一変形例を示す概略断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　本発明は、外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果を高め
て冷却性能を向上させ、省エネルギー化を図るという目的を達成するために、側面に搬入
口と排出口を設けた冷凍室内に、冷却器と、コンベアを備えたコンベア式冷凍装置におい
て、前記搬入口と排出口の少なくとも何れか一箇所に換気防止ボックス部を備えるととも
に、該換気防止ボックス部に、前記冷凍室内の冷却空気を該換気防止ボックス部内に強制
的に取り入れるファン装置と、該ファン装置により取り入れられた冷却空気を前記コンベ
アの斜め上方から前記冷凍室の内側または外側に向け送り出して前記搬入・排出口の内側
で該コンベア上にエアーカーテンを形成するスリットを有し、かつ、該スリットの前記コ
ンベアに対する角度を調整可能なスリット板とを設け、前記冷凍室内の冷却空気が前記搬
入・排出口を通って外部に漏洩若しくは外気が侵入するのを前記エアーカーテンで防止す
るようにしたことにより実現した。
【実施例】
【００４３】
　以下、本発明に係るコンベア式冷凍装置の一実施例を図１乃至図４に示す具体例に基づ
いて詳細に説明する。同図において、断熱壁に囲まれた冷凍室１内は、水平仕切板２によ
り上室３と下室４に区画されている。前記水平仕切板２には、上下が開口する円筒体５が
貫通固定され、下室４内には、吸気口６ａから吸入した下室４内の空気を冷却して吐出口
６ｂから上室３へ吹き出す冷却器６を設けてある。
【００４４】
　前記円筒体５内には、回転軸７を垂直に貫通固着せしめた回転ドラム８を設けてある。
また、該回転ドラム８の外周には、多数の摩擦杆１０,１０…を縦方向に取り付けてある
。
【００４５】
　前記摩擦杆１０,１０…と前記円筒体５との間には、螺旋状に走行して上昇するスパイ
ラルコンベア１１を設けてある。該スパイラルコンベア１１は、内周側が摩擦杆１０,１
０…と摩擦係合することにより、回転ドラム８の回転駆動に伴って螺旋状に上下方向に走
行させられるように構成されている。
【００４６】
　前記スパイラルコンベア１１は、一部が上室３の搬入・排出口１２から冷凍室１の外部
へ導出されていて、適宜のガイドローラ(図示せず)で反転して下室４の搬入・排出口１３
から冷凍室１内に戻る無端状(エンドレス状)のスパイラル状に形成されている。また、該
スパイラルコンベア１１はネットコンベア等の通気性を有する構造を成し、上下方向に冷
却空気が透過できるように構成されている。
【００４７】
　なお、前記冷凍室１における上室３の搬入・排出口１２及び下室４の搬入・排出口１３
は、スパイラルコンベア１１が走行する方向によって出口側と入口側がそれぞれ反対にな
る。また、該スパイラルコンベア１１も回転ドラム８の回転方向によって、上から下方向
への走行と下から上方向への走行とに切り換わる。
【００４８】
　前記冷凍室１内において、上室３の搬入・排出口１２の箇所、及び、下室４の搬入・排
出口１３の箇所にはそれぞれ換気防止ボックス部１４,１４を設けてある。前記搬入・排
出口１２の箇所に設けている換気防止ボックス部１４と前記搬入・排出口１３の箇所に設
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けている換気防止ボックス部１４は、それぞれ同じ構造のものを使用しても、あるいは、
別の構造のものを使用してもよいが、本実施例では説明の都合上、同一構造のものを使用
する場合とし、搬入・排出口１３の箇所に設けている換気防止ボックス部１４を一例とし
て次の通り説明する。
【００４９】
　前記換気防止ボックス部１４は、図３及び図４に示すように、スパイラルコンベア１１
及び被冷凍品Ｆが通過し得る開口１５を設けて箱状に形成されている筐体１６を有してい
る。該筐体１６には、該筐体１６の上面に取り付けられたファン装置１７と、該筐体１６
内で該ファン装置１７とスパイラルコンベア１１の間に配設されているスリット板１８を
設けられている。
【００５０】
　前記ファン装置１７は、下室４内の冷却空気を吸って筐体１６内に強制的に吹き出す送
風機である。該ファン装置１７はインバータ式であり、インバータ回路２０に接続されて
おり、該インバータ回路２０によって回転が制御され、吹き出し風量を調整することがで
きるように形成されている。
【００５１】
　前記スリット板１８は、前記ファン装置１７により筐体１６内に取り込まれた前記冷却
空気を該筐体１６内のスパイラルコンベア１１に向けて吹き付けできるようにするための
もので、複数個の吹き出し用のスリット(吹出口)１９，１９…を設けてスパイラルコンベ
ア１１の全面にわたって配設されている。そして、該スリット板１８は、前記ファン装置
１７により強制的に取り込まれた冷却空気を該スパイラルコンベア１１の片側全面に対し
てほぼ均一に吹き付けることができるように構成されている。
【００５２】
　前記各スリット１９,１９…は、該スパイラルコンベア１１の斜め上方から冷凍室１の
内側に向けて斜めに形成されており、前記ファン装置１７で強制的に取り込まれて来る冷
却空気を該スパイラルコンベア１１の斜め上方から冷凍室１の内側に向けて吹き付けられ
るように案内し、また、該冷却空気によるエアーカーテンを形成する構造になっている。
さらに、該スリット板１８は、該スパイラルコンベア１１に対して各スリット１９,１９
…の吹き出し角度を調整できるとともに、スパイラルコンベア１１からの高さ距離を調整
して、前記エアーカーテンの強さを調整することができるように構成されている。
【００５３】
　次に、本発明に係る冷凍装置の作用を説明する。回転ドラム８が駆動すると、スパイラ
ルコンベア１１の内周側と回転ドラム外周の摩擦杆１０,１０…との摩擦係合によりスパ
イラルコンベア１１が螺旋走行させられる。
【００５４】
　前記冷凍室１の外部でスパイラルコンベア１１上に載せられた被冷凍品Ｆは搬入・排出
口１３から冷凍室１の下室４内に入り、さらに円筒体５内に下側から入って回転ドラム８
の外側を螺旋状に廻りながら上方へ搬送される。また、搬送中に冷却空気が吹き付けられ
て凍結せしめられ、円筒体５の上部から上室３の搬入・搬出口１２を通って冷凍室１外に
搬出される。
【００５５】
　前記冷凍室１内における下室４内の空気は吸気口６ａから冷却器６に入って冷却され、
吐出口６ｂから上室３に吹き出される。
【００５６】
前記上室３内に吹き出された冷却空気は円筒体５内に流れ込み、スパイラルコンベア１１
を垂直に透過して下方へ流れ、該スパイラルコンベア１１上の被冷凍品Ｆに吹き付けられ
て該被冷凍品Ｆを凍結する。
【００５７】
　そして、この実施例の構造では、上部(上室３)の搬入・排出口１２と下部(下室４)の搬
入・排出口１３の各箇所にそれぞれ換気防止ボックス部１４,１４を設けており、該換気
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防止ボックス部１４,１４内において冷凍室１内の冷却空気をスリット１９,１９…を通し
てスパイラルコンベア１１上に斜め上方から冷凍室１の内側に向けて吹き付け、この冷却
空気でエアーカーテンを形成しているので、冷凍室１の内側からエアーカーテンに近づく
冷却空気及び冷凍室の外側から侵入しようとする外気は該エアーカーテンによって遮断さ
れ、冷凍室１の内側または外側へ強制的に押し戻される。なお、換気防止ボックス１４,
１４内でスパイラルコンベア１１に吹き付けられた冷却空気は、該換気防止ボックス１４
,１４にそれぞれ設けられている開口１５,１５及びエアー戻し口(図示せず)を通って上室
３あるいは下室４内に戻される。
【００５８】
　また、冷凍室１内から外に漏洩する冷却空気の圧力は、冷凍室１内に冷却器６から吹き
出される風量等によっても変わるが、その状況によってスパイラルコンベア１１に対する
スリット１９,１９…の角度を調整したり、あるいはスリット板１８のスパイラルコンベ
ア１１からの高さ距離、及び、ファン装置１７の吹き出し風量を調整することによって、
エアーカーテンを形成するエアーの吹き出しを最良の状態に設定することができるので、
外気の侵入防止効果及び冷凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果を向上させることが
できる。
【００５９】
　なお、上記実施例の構造では、換気防止ボックス部１４を上室３の搬入・排出口１２の
箇所と下室４の搬入・排出口１３の箇所の、それぞれ両方の箇所に設けた構造を示したが
、何れか一方の箇所に設ける構造にしてもよい。また、スリット１９,１９…は、スパイ
ラルコンベア１１上に斜め上方から冷凍室１の内側に向けて吹き付ける構造を開示してい
るが、斜め上方から冷凍室１の外側に向けて吹き付ける構造にしてもよい。
【００６０】
　図５は前記換気防止ボックス部１４の第１変形例を示す。この第１変形例における換気
防止ボックス部１４は、図３及び図４に示した構成に、下部吹き出しノズル２１,２１…
を加えたものであり、他の構成は図３及び図４と同一であるから、同一構成部分には同一
符号を付して重複説明を省略する。
【００６１】
　この第１変形例では、筐体１６内において、スパイラルコンベア１１の下側に複数の下
部吹き出しノズル２１,２１…を配設し、該下部吹き出しノズル２１,２１…から冷凍室１
内の冷却空気をスパイラルコンベア１１の下面に向けて吹き出すようにしたものである。
そして、該下部吹き出しノズル２１,２１…は、スパイラルコンベア１１に冷風を該スパ
イラルコンベア１１の斜め下方から冷凍室１の内側に向けて吹き付け、この冷却空気でエ
アーカーテンを形成するようにしている。
【００６２】
　したがって、この第１変形例の構造ではスパイラルコンベア１１の下面側において、冷
凍室１の内側からエアーカーテンに近づく冷却空気は冷凍室１の内側へ強制的に押し戻さ
れる。反対に、スパイラルコンベア１１の上面側は、スリット板１８を通って形成される
エアーカーテンにより防ぐことができる。すなわち、この第１変形例の構造では、スパイ
ラルコンベア１１の上下面側にエアーカーテンが形成されて、外気の侵入防止効果及び冷
凍室内部における冷却空気の漏洩防止効果をさらに高めることができる。なお、該第１変
形例の構造も、下部吹き出しノズル２１,２１…は、スパイラルコンベア１１の下面側に
斜め下方から冷凍室１の内側に向けて吹き付ける構造を開示しているが、斜め下方から冷
凍室１の外側に向けて吹き付ける構造にしてもよいものである。　
【００６３】
　図６は前記換気防止ボックス部１４の第２変形例を示す。この第２変形例における換気
防止ボックス部１４は、図３及び図４に示した換気防止ボックス１４を前記冷凍室１から
ベルト走行方向外方に突出した状態に延長させて、図３及び図４に示した換気防止ボック
ス１４よりも長さが大きい長尺の換気防止ボックス１４にするとともに、ファン装置１７
を筐体１６の一端部(冷凍室１側)に取り付けたものであり、他の構成は図３及び図４と同
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一であるから、同一構成部分には同一符号を付して重複説明を省略する。
【００６４】
　この第２変形例の構造では、換気防止ボックス部１４を、被冷凍品Ｆを冷凍室１内に送
る前の予備冷却部として使用することができる。すなわち、温度の高い被冷凍品Ｆを換気
防止ボックス部１４内で十分に冷却した後、冷凍室１内に送ることができる。このように
予備冷却した状態で被冷凍品Ｆを冷凍室１内に送ることにより、冷凍効率の向上及び省エ
ネルギー化を図ることができる。
【００６５】
　なお、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして
、本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【００６６】
　例えば、上記実施例では、冷凍室１における側面の上下に搬入・排出口１２,１３を設
けた構造を開示したが、搬入・排出口１２,１３を側面の同じ高さ位置に設けることも可
能で、搬入・排出口１２,１３を同じ高さ位置に設けた場合は、作業性の向上が期待でき
る。
【００６７】
　また、スパイラルコンベアタイプのコンベアを備えた冷凍装置として説明したが、本発
明はスパイラルコンベアタイプのコンベアを備えた冷凍装置に限らず、直線コンベアタイ
プにも適用できるものである。
【００６８】
　さらに、上記実施例では、スリット板１８のスリット１９,１９…の開口の大きさを等
間隔、等ピッチで形成してなる構造を開示したが、コンベア１１に沿って並んで設けられ
ている複数個のスリット１９,１９…の各開口の大きさ(寸法Ｘ)を、例えば図７に示すよ
うに、冷凍室１の内側に設けられているスリット１９から外側に設けられているスリット
１９になるに従って、寸法Ｘ１,Ｘ２,Ｘ３…が徐々に大きく(または小さく)なるように形
成してもよい。このように、コンベアに沿って複数個並べて設けられているスリットの開
口の大きさに変化を持たせると、コンベア１１上におけるエアーカーテンのエアーの強さ
等を該コンベア上の位置によって変化を持たせることができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　以上説明したように、本発明は冷凍室内の冷却空気が外部に漏洩しないようにしてコン
ベアを駆動する構成としているので、食料品等の搬送物を搬送しながら、加熱、若しくは
乾燥等を行う装置にも応用できる。
【符号の説明】
【００７０】
１　　　冷凍室
２　　　水平仕切板
３　　　上室
４　　　下室
５　　　円筒体
６　　　冷却器
６ａ　　吸気口
６ｂ　　吐出口
７　　　回転軸８　　　回転ドラム
１０　　摩擦杆
１１　　スパイラルコンベア
１２　　搬入・排出口
１３　　搬入・排出口
１４　　換気防止ボックス部
１５　　開口
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１６　　筐体
１７　　ファン装置
１８　　スリット板
１９　　スリット(吹出口)
２０　　インバータ回路
２１　　下部吹き出しノズル

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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